
　平成２５年１２月３日、和歌山市立四箇郷北小学校において、防犯訓練が行われました。
　訓練では、和歌山東警察署の警察官が不審者役となって、教室内に侵入するところから始まり、不
審者から児童を避難させ、さらに、不審者の動きを封じる手順を再確認しました。
　訓練に参加した教員らは、日ごろから取り組んでいる訓練の成果を見せ、すばらしいチームワークで
児童を逃がすとともに、犯人役を拘束していました。

和歌山市の犯罪情勢（平成２５年１月～１１月末）

　和歌山市内における刑法犯認知件数は、４，０１３件と前年同月比で７３０件の減少となっています。
その中でも、街頭犯罪認知件数は２，２３０件と、前年同月比で５４０件の減少となっています。
　特に、多発している罪種・手口としては、自転車盗が８３１件ともっとも多く、続いて、器物損壊の５６９
件、万引きの４２７件となっています。
　※件数は、全て暫定値です。
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